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青
山
修
一
く
ん

問い合わせ

秋
田
の
歴
史
を
漫
画
で
楽
し
む
「
青
山
く
ん
の
夏
休

み
〜
秋
田
市
四
〇
〇
年
物
語
〜
」
を
刊
行
し
ま
し
た
。

県
内
書
店
で
一
般
販
売
す
る
ほ
か
、
市
内
の
小
・

中
学
校
や
図
書
館
な
ど
に
置
い
て
、
み
な
さ
ん
に
見

て
、
読
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

■発行秋田魁新報社　■監修秋田市
■規格 A５版202ページ　■定価 680円(税込み)

12月中旬から
県内書店で発売開始！

秋田市建都400年記念事業実行委員会(企画調整課内)
tel(866)2032

原作

土
居
輝
雄(

歴
史
作
家)

佐
竹
氏
・
秋
田
藩
の
研
究
を
重
ね
、

「
常
羽
有
情
」(

全
六
巻)

、「
宝
暦
の
嵐
」

な
ど
、
多
く
の
歴
史
小
説
・
史
伝
を

執
筆

作画

倉
田
よ
し
み(

漫
画
家)

秋
田
市
生
ま
れ
。
昭
和
53
年
「
萌
え

出
ず
る
…
」
で
デ
ビ
ュ
ー
。
代
表
作

「
味
い
ち
も
ん
め
」(

第
44
回
小
学
館

漫
画
賞)

編集・構成

大
地
進(

秋
田
魁
新
報
社
論
説
委
員)

佐
竹
入
部
以
来
の
歴
史
を
紹
介
し
た

「
時
の
旅
四
百
年
佐
竹
氏
入
部
」
の

取
材
・
執
筆
に
携
わ
る

「
青
山
く
ん
の
夏
休
み
」

完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト

12
月
18
日
(土)

と
こ
ろ

ア
ル
ヴ
ェ
き
ら
め
き
広
場

原
画
展
・
即
売
会
▼
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
５
時

倉
田
よ
し
み
さ
ん
の

サ
イ
ン
会
▼
午
前
11
時
30
分
〜
正
午

本
の
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
原
画
展

を
開
催
し
ま
す
。
入
場
無
料
。
今
年
を

締
め
く
く
る
建
都
四
〇
〇
年
記
念
行
事

に
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

19
日
(日)

400年前の様子を中心に、
いきいきと描かれる
エピソード

義宣が佐竹の家督を継いで、常陸の国の
大名として、水戸城に本拠地を移すまで

関ヶ原の戦いの後、秋田への国替えを命
じられた義宣が秋田入りするまで

義宣が窪田城(後の久保田城)を築き、城下
町を建設するまで

「慶長国絵図」を中心に久保田城下町を紹
介します

藩政を確立するまでに起こったいくつか
の事件

「米」を通して藩政期のひとびとの暮らし
を紹介します

たび重なる飢饉からひとびとを救った感恩
講の由来

第１話
常陸の覇王

第２話
国替え

第３話
藩都の建設その壱

第４話
藩都の建設その弐

第５話
新旧の葛藤

第６話
日本一の米所

第７話
感恩講由来

▲若き日の義宣

▼「日本一の米所」から

表
紙
は
佐
竹
義
宣
と

千
秋
公
園
表
門

秋田市建都400年記念漫画

東
京
都
台
東
区
・
佐
竹

商
店
街
近
く
に
住
む
小
学

六
年
生
、
青
山
修
一
く
ん

は
、
こ
の
夏
休
み
、
秋
田

市
の
お
じ
さ
ん
の
家
に
初

め
て
一
人
旅
。
修
一
く
ん

が
見
た
秋
田
の
歴
史
は
？

原
画
展
・
即
売
会
▼
正
午
〜
午
後
５
時



市
議
会
議
員

の
増
員
選
挙

秋
田
市
・
河
辺
町
・
雄
和
町
の

合
併
後
、
市
議
会
議
員
の
増
員
選

挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
選
挙

期
日
な
ど
詳
し
く
は
合
併
後
に
決

定
さ
れ
ま
す
。

選
挙
の
区
域
と
定
数

合
併
前
の
河
辺
町
、
雄
和
町
を
そ

れ
ぞ
れ
一
つ
の
選
挙
区
と
し
て
、

定
数
は
各
２
人

原
則
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙

区
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た

秋
田
市
、
河
辺
町
、
雄
和
町
に
住

所
を
有
す
る
か
た
は
、
河
辺
、
雄

和
、
い
ず
れ
か
の
選
挙
区
か
ら
立

候
補
で
き
ま
す
が
、
年
齢
な
ど
の

要
件
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
合
併
後
に
立
候
補
予
定
者

の
説
明
会
を
開
き
ま
す
。
詳
し
く

は
秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

投
票
で
き
る
か
た

立
候
補
で
き
る
か
た

問
い
合
わ
せ

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

tel(

８
６
６)

２
２
６
０

合併記念式典に参列を希望されるかたを
募集します。参列の可否（抽選結果）は、
後日はがきでお知らせします。

募集人数
秋田市、河辺町、雄和町にお住ま
いのかたの中から100人程度。応
募多数の場合は、抽選となります

申し込み

12月20日(月)(必着)まで、はがき、ファクスで
住所、氏名、電話番号および「合併記念式典参
列申し込み」と書いてお申し込みください
〒010-8560 秋田市山王一丁目１－１
秋田市合併推進局　ファクス(866)2795

問い合わせ 秋田市合併推進局tel(866)2785

■合併までの歩みのビデオ上映
■合併功労者総務大臣表彰
■秋田市、河辺町、雄和町の児童、
生徒によるアトラクション
■秋田市記念市民歌斉唱

式　典

秋田市、河辺町、雄和町の市町合併記
念式典を開催します。新市誕生の歴史的
瞬間を、一緒にお祝いしましょう！

記念式典への
参列者を募集します。

１月は、合併記念
号として１月11日
号のみの発行。

２月以降は毎月１
日と16日の発行と
なります。

市
町
合
併
に
伴
う

２
月
か
ら
は
毎
月
１
日
と
16
日
の
発
行

に
変
わ
り
ま
す

広
報
あ
き
た

合
併
記
念
号
は

１
月
11
日
に
発
行

広報あきた　12月10日号0033


